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研究概要 

宇宙機が大気圏に突入する際、その速度はスペースシャトルで新幹線の 100 倍、飛行機の 30倍に達するた

め、機体前方に生じた衝撃波は 6000℃以上の高温になり熱防護システムが必要になります。この熱防護システ

ムを開発するには地上で大気圏突入時の高温環境を模擬する必要があり、アーク放電により生成・加熱したプ

ラズマをノズルで極超音速まで加速させるプラズマ風洞が使われています。従来の風洞では地球再突入は模擬

できたものの、解離した炭素が短絡を引き起こすため火星や金星の主成分である二酸化炭素を作動ガスとする

 宇宙工学は携帯や GPS などの商業利用だけでなく、観測衛星による温暖化や CO2分布の把握など、地球環境

問題を解決する上で、不可欠の技術となっています。また近年では、宇宙機自体を環境に配慮する必要があり、

有毒な化学推進剤からグリーン推進剤への転換や太陽光発電を利用した高効率なプラズマロケットの開発が

進められています。 

当研究室では宇宙往還機の大気圏突入時における空力加熱の研究（高温流体力学）、電磁力を利用した新し

いプラズマロケットの研究（宇宙推進工学）、宇宙環境におけるエネルギー利用に関する研究（エネルギー変

換工学）など“プラズマ”と“レーザー”をキーワードとして宇宙工学における技術革新を目指しています。

これらの研究成果をグリーンエネルギーの創生と地球環境保全，ならびに既存エネルギーのグリーン化利用に

幅広く応用したいと考えています。 
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ことが困難といった問題があります。そこで我々は

レーザー光を集光することでプラズマを生成するレ

ーザープラズマ風洞を開発しています。本風洞は電

極溶融などの気流汚染がなく、また作動ガス種に制

限がないといった長所があります。同時並行して気

流特性（流速、温度、数密度を非接触に測定するこ

とができるレーザー吸収分光法を開発しており、本

風洞気流が実際の大気圏突入環境を模擬できている

かを検証しています。 
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